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「
黄
泉
の
縁
を
巡
る

紹
介
文
」

岡
和
田
晃

こ
の
「
黄
泉
の
縁
を
巡
る
」
は
、
片
理
誠
の
手
に
な
る
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
シ
ェ
ア
ー

ド
ワ
ー
ル
ド
小
説
だ
。
大
作
で
あ
る
た
め
に

「S
F
P
ro
lo
g
ue

Wa
ve

」
上
で
は
、
連
載
と
い
う
形
で

、

紹
介
し
て
い
く
。

『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
に
は
大
別
し
て
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
的
な
側
面
と
サ
イ
バ
ー
パ
ン
ク
的

な
側
面
が
あ
る
が
、
本
作
は
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
的
な
醍
醐
味
を
存
分

に
堪
能
さ
せ
て
く
れ
る
痛
快
作
だ
。
何
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
は
騙
さ
れ
た
と
思
っ
て
本
文
を
読
ん
で
み

て
ほ
し
い
。
迫
力
あ
る
空
中
戦
か
ら
始
ま
る
怒
涛
の
展
開
に
、
あ
な
た
は
き
っ
と
引
き
こ
ま
れ
て
止
ま

な
い
は
ず
だ
。

主
人
公
の
ジ
ョ
ニ
イ
・
ス
パ
イ
ス
船
長
の
設
定
は
『
エ
ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ル
ー
ル
シ
ス
テ

ム
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
実
際
に
片
理
誠
は
ジ
ョ
ニ
イ
船
長
を
使
っ
て
『
エ

ク
リ
プ
ス
・
フ
ェ
イ
ズ
』
の
ゲ
ー
ム
・
プ
レ
イ
に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
プ
レ
イ
し
た
ゲ
ー
ム
の

ス
ト
ー
リ
ー
と
「
黄
泉
の
縁
を
巡
る
」
と
の
間
に
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
の
、
本
作
品
は
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
満
ち
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
細
部
の
描
写
も
経
験
者
な
ら
で
は
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の
躍
動
感
に
溢
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
小
説
に
は
既
存
の
設
定
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
作
者
が
独
自
に
想
像
を
膨
ら
ま
せ
た
部
分

が
あ
る
（
特
に
“
大
破
壊
”
の
描
写
や
空
中
戦
な
ど

。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
さ
れ
た
い
。

）

片
理
誠
は
、
第
５
回
日
本
Ｓ
Ｆ
新
人
賞
の
佳
作
を
受
賞
し
た
『
終
末
の
海

（
徳
間
書
店
）
で
デ
ビ

』

ュ
ー
し
た
後
、
ミ
ス
テ
リ
や
Ｓ
Ｆ
な
ど
様
々
な
要
素
を
含
ん
だ
エ
ピ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
『
屍
竜
戦

記
』
シ
リ
ー
ズ
（
徳
間
書
店

、
量
子
論
と
多
世
界
解
釈
を
ま
さ
し
く
ゲ
ー
ム
的
に
表
現
し
た
本
格
Ｓ

）

Ｆ
『
エ
ン
ド
レ
ス
・
ガ
ー
デ
ン

（
早
川
書
房

、
近
未
来
の
東
京
で
生
体
兵
器
と
の
ハ
ー
ド
な
ア
ク

』

）

シ
ョ
ン
で
魅
せ
る
『T

y
pe
:
S
t
ee
l
y

（
幻
冬
舎
）
と
、
高
水
準
の
長
篇
を
次
々
と
発
表
し
て
い
る
。

』

、

、

領
域
横
断
的
な
作
風
が
片
理
誠
の
特
徴
だ
が

本
作
は
初
の
本
格
宇
宙
冒
険
Ｓ
Ｆ
と
い
う
こ
と
も
あ
り

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
も
要
注
目
の
逸
品
だ
。

本
作
品
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
を
担
当
す
る
の
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
小
珠
泰
之
介

「
コ
ミ
ッ
ク

。

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ
」
誌
（
偕
成
社
）
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
コ
ミ
ッ
ク
大
賞
佳
作
入
選
経
験
も
あ
る
描
き
手

だ
が
、
長
年
に
わ
た
る
Ｓ
Ｆ
読
者
で
も
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
喚
起
力
に
優
れ
た
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
に
は
独
特

の
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
が
あ
る
。
海
外
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
を
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堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。


